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研究成果概要 
 
東京大学宇宙線研究所の共同利用研究施設である CLIO に導入されているデジタル制御

システムを用いて、実際の干渉計制御及び、実測データを用いたリアルタイムデータ解

析システムを構築した。 
 本デジタルシステムの稼働にともない、リモート制御で必要な ADC や DAC の時刻同

期や、重力波データの低遅延転送に関しても、将来システムが大型化された際の汎用性

に関する知見を得る等、プロトタイプとしては十分な成果を得ることができた。特に、

干渉計の要素雑音を評価するための標準的なソフトを動かすプラットフォームとして十

分使用できることを示すなど、目的の一つとして掲げていた世界標準の技術を使用する

見通しがついたことも成果の一つとして上げることができる。また、本研究で組み上げ

たシステムで測定した環境データをもとに、将来干渉計データと比較するためのハード

ウェア、ソフトウェアの準備等もはじまっている。 
 本研究での成果は KAGRA でのリアルタイム制御の実現、重力波観測体制の構築に直

接つながると考えられ、来年度以降の KAGRA での実際の制御系のインストール時に、

大きく貢献することが期待される。 
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